
22

広報�

�
�
●健康で生き生き過ごせる町づくり～平成15年度町の予算�
●市町村合併町民アンケート結果報告�
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・人　口　男　2,882人（－32）�
　　　　　女　3,203人（－11）�
　　　　　計　6,085人（－43）�
・世帯数　　　1,744戸（＋17）�
　(　）内は前年同月との比較�

人口などの動き�
　（３月１日現在）�

だ　よ　り�
（２／21～３／20)

慶　弔�

�
■環境改善センター………�
■歴史民俗資料館……………�
■町民体育館………………�
■町民武道館………………�
■町営野球場………………�
■ふれあいスポーツ館………�
■赤沢山スキー場…………�
■定住促進センター……�
■日本国花苑施設…………�
■老人福祉センター……�
■ゴミ処理量…………………�
■し尿処理量………………�

�
576人（ 人)�
16人（ 529人)�

1,041人（ 人)�
775人（8,796人)�
0人（3,816人)�

466人（2,236人)�
900人（1,736人)�

1,378人（ 人)�
0人（ 人)�

2,013人（ 人)�
69ｔ（ 949ｔ)�
72s（1,252s)

施設の利用状況（２月）�
(　)内は累計�

■お誕生おめでとう�

白川　　萌（雅之、真紀子・長女）街　道�

武塙　海咲（智暢、弥生・二女）街　道�

安田　弥音（雅人、美雪・二女）寺沢�

■ご結婚おめでとう（転入）�

　伊藤　国秋　羽　立�
�安宅真由子　秋田市　羽　立（羽　立)�

■ご結婚おめでとう（転出）�

　畠山　仁志　八郎潟町�
�齋藤千鶴子　赤　沢　八郎潟町（八郎潟町)�

　小�　浩樹　八郎潟町�
�半田　信子　羽　立　八郎潟町（八郎潟町)�

■お悔やみ申し上げます。�

湊　　　貞　子（73歳･政　秋）大　倉�

小　林　千代志（81歳･本　人）館　岡�

小　林　義　美（67歳･本　人）寺　沢�

近　藤　清四郎（84歳･�　雄）大　麦�

鈴　木　七　郎（73歳･本　人）羽　立�

畠　山　サクヱ（88歳･正　博）海老沢�

　　モエ�

　ミ　サキ�

　ネ　ネ�

　（新本籍）　（新住所）�

　（新本籍）　（新住所）�

12,151

17,696

21,055
12,215
18,274

■地域福祉基金へ�

・中下村町内の伊藤俊一さんより、�

　亡父浅治さんの香典返しとして３万円。�

・海老沢町内の鷲谷嘉三郎さんより�

　亡父善太郎さんの香典返しとして５

万円。�

・館岡町内の小林純一さんより、亡父

千代志さんの香典返しとして３万円。�

・大麦町内の近藤清明さんより、亡夫

清四郎さんの香典返しとして５万円。�

“ありがとうございました”�

善　意�

春
、
別
れ
と
出
会
い
の
季
節
。
人
が
そ
う
で

あ
る
よ
う
に
、
町
も
今
、
合
併
と
い
う
岐
路
に

立
っ
て
い
ま
す
。
合
併
す
る
こ
と
に
な
っ
た
ら

と
思
う
と
、
急
に
〝
井
川
〞
が
愛
お
し
く
、
井

川
な
ら
で
は
の
こ
と
を
残
し
て
お
き
た
い
。
そ

ん
な
思
い
に
駆
ら
れ
ま
し
た
。

表
紙
に
、
昭
和
39
年
、
伊
藤
孝
之
助
氏
が
描

い
た
井
川
の
風
景
画
を
お
借
り
し
ま
し
た
。
そ

し
て
、
現
在
そ
の
風
景
は
ど
う
変
わ
っ
て
い
る

の
か
、
訪
ね
て
み
ま
し
た
。
今
ま
で
行
っ
た
こ

と
の
な
か
っ
た
場
所
か
ら
見
る
風
景
。
井
川
の

水
面
が
春
の
陽
に
輝
い
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
そ
の
描
か
れ
た
集
落
の
様
子
を
知
っ

た
ら
も
っ
と
ふ
る
さ
と
が
鮮
明
に
浮
か
ん
で
く

る
と
思
い
、
裏
表
紙
に
「
ふ
る
さ
と
を
見
つ
め

て
」
と
し
て
、
町
内
の
方
か
ら
紹
介
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
表
紙
と
呼
応
で
き
た
で
し
ょ
う

か
。

＊
　
＊
　
＊

今
年
の
日
本
国
花
苑
桜
ま
つ
り
の
日
程
も
決

ま
り
、
桜
前
線
の
北
上
を
待
つ
ば
か
り
で
す
。

井
川
町
の
花
に
指
定
さ
れ
て
い
る
桜
。
合
併
に

よ
っ
て
は
こ
れ
だ
っ
て
変
わ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
井
川
な
ら
で
は
の
桜
を
じ
っ
く
り
見
て
お

き
た
い
。
春
の
陽
気
が
そ
ん
な
気
持
ち
に
さ
せ

て
く
れ
ま
す
。

い

編集雑記�

い
ま
す
と
、
集
落
の
中
の
道
路
が
整
備
さ
れ

た
こ
と
で
す
。
平
成
12
年
に
完
成
し
た
道
路

は
、
観
光
バ
ス
も
大
型
ト
ラ
ッ
ク
も
バ
ッ
ク

し
な
く
て
も
済
む
よ
う
に
な
り
、
都
会
や
町

外
の
親
戚
、
友
人
知
人
ま
で
が
、
す
ば
ら
し

い
道
路
に
び
っ
く
り
し
ま
す
。
早
速
、
集
落

団
結
の
た
ま
も
の
と
自
慢
し
ま
す
。

こ
こ
の
町
内
に
は
、
今
後
も
継
承
し
て
ほ

し
い
行
事
が
あ
り
ま
す
。
一
つ
に
五
月
の
祭

り
で
す
。
子
ど
も
御
輿
を
引
い
て
、
老
若
男

女
、
氏
子
、
町
内
代
表
者
等
が
一
軒
一
軒
回

っ
て
祝
い
ま
す
。
二
つ
目
は
さ
な
ぶ
り
運
動

会
。
田
植
え
の
共
同
作
業
班
の
名
残
が
今
も

生
き
て
い
ま
す
。
三
つ
目
は
盆
踊
り
。
行
事

は
そ
こ
に
住
む
人
た
ち
が
集
ま
っ
て
、
生
き

生
き
と
楽
し
ん
で
こ
そ
価
値
あ
る
も
の
で

す
。
町
内
役
員
を
中
心
に
生
き
る
こ
と
は
楽

し
む
こ
と
と
し
て
益
々
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
図
っ
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。
う
れ
し

い
こ
と
に
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
会
員
が
多
く
、
各

大
会
に
は
二
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
す
。
お
互

い
を
思
い
や
り
、
楽
し
み
な
が
ら
が
ん
ば
る

姿
は
美
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

毎
日
暮
ら
し
て
い
る
所
な
の
に
、
改
め
て

考
え
る
と
、
以
外
と
知
ら
な
い
こ
と
が
多
く

町
史
を
見
て
み
ま
し
た
。「
大
麦
村
と
い
う

集
落
あ
り
、
長
が
お
り
、
古
く
か
ら
行
政
の

活
動
あ
り
」
と
い
う
こ
と
が
載
っ
て
い
て
、

祖
先
た
ち
が
楽
し
み
や
苦
し
み
を
味
わ
い
な

が
ら
の
生
活
の
匂
い
が
感
じ
ら
れ
、
古
い
集

落
を
誇
り
に
思
い
ま
し
た
。

昭
和
20
年
代
、
川
を
境
に
上
大
麦
、
向
か

い
は
中
大
麦
、
下
大
麦
の
集
落
が
あ
り
、
今

で
は
仲
台
町
内
に
入
っ
て
い
ま
す
が
、
当
時

は
大
麦
の
集
落
で
あ
っ
た
所
も
あ
っ
て
、
盆

踊
り
な
ど
順
番
に
担
当
し
て
よ
く
踊
り
に
い

き
ま
し
た
。
現
在
で
も
神
社
、
植
林
組
合
は

一
緒
に
活
動
し
て
い
て
、
あ
の
頃
川
を
境
に

し
て
は
よ
く
喧
嘩
し
た
こ
と
が
懐
か
し
く
思

い
出
さ
れ
ま
す
。

集
落
の
人
口
も
随
分
少
な
く
な
り
ま
し

た
。
昭
和
30
年
三
六
戸
で
二
四
七
人
（
１
戸

当
た
り
６
・
９
人
）
が
暮
ら
し
て
い
ま
し
た

が
、
平
成
14
年
に
は
二
八
戸
一
一
〇
人
（
１

戸
当
た
り
３
・
９
人
）
に
な
り
、
急
激
な
減

少
に
驚
い
て
い
ま
す
。

今
、
町
内
で
大
き
く
変
わ
っ
た
こ
と
と
い

文：菅生光夫さん

大
麦
三
大
行
事
の
一
つ
、
五
月
の
祭
り

～町内だより�
〈1〉�

大
　
麦
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平
成
十
五
年
度
一
般
会
計
の
予
算

総
額
は
、
二
十
七
億
九
千
万
円
で
、

平
成
十
四
年
度
に
比
べ
て
額
で
九
千

万
円
、
率
で
は
三．

三
％
の
増
と
な

り
ま
し
た
。
投
資
的
経
費
の
総
額
は
、

三
億
六
千
二
百
一
万
二
千
円
で
、
構

成
比
は
十
三．

〇
％
。
平
成
十
四
年

度
か
ら
繰
り
越
さ
れ
る
繰
越
額
を
合

わ
せ
た
投
資
額
で
は
五
億
二
百
九
十

八
万
八
千
円
と
な
り
、
構
成
比
で
十

七．

二
％
と
な
り
ま
す
。
繰
越
額
を

含
め
た
こ
れ
ら
に
充
当
す
る
財
源
は
、

国
庫
支
出
金
で
七
千
三
百
四
十
二
万

一
千
円
、
県
支
出
金
で
一
千
九
百
六

十
五
万
三
千
円
、
地
方
債
で
一
億
七

千
二
百
七
十
万
円
、
一
般
財
源
で
二

億
二
千
三
百
三
十
九
万
四
千
円
と
な

り
ま
す
。

「特別会計」特定の事業に係る
運営経費を賄う会
計

「企業会計」その事業のみで独
立採算を図る水道
事業会計等

い
よ
い
よ
新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

町
で
も
新
年
度
事
業
が
始
ま
り
ま
す
。
町
で
は
今
年
ど
ん
な

事
業
を
展
開
し
て
い
く
の
か
紹
介
し
ま
す
。

平
成
十
五
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
二
十
七
億
九
千
万
円
で
、

そ
の
う
ち
地
方
交
付
税
は
対
前
年
比
で
過
去
最
高
の
七
、
五
％

減
と
な
っ
て
お
り
、
三
年
連
続
で
減
少
と
い
う
厳
し
い
財
政
状

況
で
す
。

今
年
最
大
の
課
題
と
な
る
の
は
、
町
村
合
併
に
ど
う
対
処
す

る
か
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
地
域
人
口
の
減
少
、
高
齢
化
な
ど

自
立
し
た
自
治
体
と
し
て
の
あ
ゆ
み
を
続
け
る
た
め
に
は
合
併

は
避
け
て
通
れ
な
い
状
況
で
す
。
そ
う
し
た
状
況
下
に
あ
っ
て
、

尚
一
層
の
町
民
の
主
体
的
活
動
と
、
役
場
職
員
の
地
域
住
民
と

し
て
の
意
識
改
革
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

新
年
度
は
、
地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
が
始
動
し
、
広
報
手
段

が
充
実
強
化
さ
れ
ま
す
。
問
題
意
識
を
持
ち
な
が
ら
の
活
用
が

重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
留
意
し
、
広
報
広
聴
活

動
を
積
極
的
に
推
し
進
め
な
が
ら
、
従
来
以
上
に
町
民
み
ん
な

が
健
康
で
生
き
生
き
過
ご
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

一
般
会
計
前
年
比
三
、
三
％
増

特別会計と企業会計の予算

水
道
事
業
企
業
会
計

収
益
的
支
出
１
億
３
、５
９
８
万
円

資
本
的
支
出

５
、４
３
５
万
円

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業

特
別
会
計

予
算
額
２
億
６
、４
０
０
万
円

介
護
認
定
事
業

特
別
会
計

予
算
額

３
、８
５
５
万
円

農
業
集
落
排
水
事
業

特
別
会
計

予
算
額
７
、９
２
０
万
円

下
水
道
事
業

特
別
会
計

予
算
額
２
億
２
、１
０
０
万
円

老
　
人
　
保
　
健

特
別
会
計

予
算
額
７
億
３
、８
４
０
万
円

介
護
保
険
事
業

特
別
会
計

予
算
額
　
　
４
億
６
６
０
万
円

井
川
町
診
療
所

特
別
会
計

予
算
額
　
２
億
４
５
０
万
円

国
民
健
康
保
険
事
業

特
別
会
計

予
算
額
５
億
７
、５
１
５
万
円

歳出�

歳入�

地方交付税地方交付税�
14億1,901万円万円�

51％�

町税�
4億285万円万円�
14％�

国庫支出金国庫支出金�
1億1,106万円�

4％�

県支出金県支出金�
1億5,510万円万円�

6％�

町債町債�
3億1,970万円�

11％�

地方交付税�
14億1,901万円�

51％�

町税�
4億285万円�
14％�

総務費総務費�
3億3,780万円�

12％�

民生費民生費�
5億5,424万円万円�

20％�

衛生費衛生費�
2億3,806万円�

9％�農林水産費農林水産費�
3億678万円�
11％�

土木費土木費�
3億4,675万円�

12％�

教育費教育費�
3億2,329万円�

12％�

公債費�
4億4,650万円万円�

16％�

総務費�
3億3,780万円�

12％�

民生費�
5億5,424万円�

20％�

衛生費�
2億3,806万円�

9％�農林水産費�
3億678万円�
11％�

土木費�
3億4,675万円�

12％�

教育費�
3億2,329万円�

12％�

公債費�
4億4,650万円�

16％�

国庫支出金�
1億1,106万円�

4％�

県支出金�
1億5,510万円�

6％�

町債�
3億1,970万円�

11％�

地方税（5％）�
地方譲与税　　　　　　5,000万円�
利子割交付金　　　　　 500万円�
地方消費税交付金　　　5,300万円�
自動車取得税交付金　　1,700万円�
地方特例交付金　　　　1,000万円�
交通安全対策特別交付金  90万円�

その他（9％）�
分担金及び負担金　1,210万円�
使用料及び手数料　8,485万円�
財産収入　　　　　 119万円�
寄付金　　　　　　1,320万円�
繰入金　　　　　　8,220万円�
諸収入　　　　　　5,277万円�

歳入�

歳出�

その他（8％）�
議会費　　　 8,870万円�
労働費　　　 11万円�
商工費　　　 412万円�
消防費　　　1億3,858万円�
災害復旧費　 2万円�
予備費　　　 500万円�

平
成
十
五
年
度
予
算

平
成
十
五
年
度
予
算
　

▼
一
般
会
計

▼
一
般
会
計�

平
成
十
五
年
度
予
算

平
成
十
五
年
度
予
算
　

▼
一
般
会
計

▼
一
般
会
計�

平
成
十
五
年
度
予
算
　

▼
一
般
会
計�

27億9千万円�

平成15年度スタート

地域イントラネット住民用公共端末
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人すこやかに

生きがい育む

まちづくり

安心を生む
思いやりのある暮らし

自己向上の意欲が
もてる暮らし

心 豊 か に

個性あふれる

ひとづくり

水清らかに
住みよく
やすらぐ

まちづくり

心やすらぐ
快適な暮らし

希望にあふれた
活力ある暮らし

緑さわやかに

発展培う

まちづくり

・
下
水
道
や
農
業
集
落
排
水
な
ど
の
整
備
が
困
難
な

地
域
へ
の
合
併
浄
化
槽
設
置
事
業

一
千
三
百
七
万
一
千
円

・
仲
台
一
号
線
ほ
か
町
道
整
備
事
業

三
千
三
百
一
万
一
千
円

・
小
竹
花
地
内
ほ
か
側
溝
布
設
事
業

三
百
三
十
五
万
円

・
地
方
特
定
道
路
（
坂
本
井
内
線
・
井
内
地
内
）
整

備
事
業

一
億
六
百
十
二
万
七
千
円

・
橋
梁
（
新
道
線
・
井
川
新
橋
）
整
備
事
業

七
百
三
万
一
千
円

・
町
内
の
街
灯
の
整
備
等

百
万
円

・
交
通
安
全
施
設
の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
設
置

三
十
六
万
六
千
円

・
消
防
施
設
整
備
と
し
て
、
消
火
栓
の
設
置
等

三
百
二
十
三
万
円

・
河
川
等
（
八
郎
湖
岸
）
環
境
美
化
事
業

二
百
二
十
八
万
七
千
円

・
十
二
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
桜
の
森
彫
刻
コ
ン

ク
ー
ル
、
入
賞
作
品
の
購
入
費
や
設
置
工
事
費
等

二
千
六
十
万
円

・
農
業
生
産
総
合
対
策
と
し
て
、
大
豆
コ
ン
バ
イ
ン

導
入
に
伴
う
補
助
金

一
千
四
十
八
万
六
千
円

・
平
成
九
年
度
か
ら
継
続
的
に
補
助
し
て
い
る
Ｊ
Ａ

の
カ
ン
ト
リ
ー
建
設
事
業
へ
の
補
助
金

一
千
五
十
六
万
六
千
円

・
農
産
物
の
生
産
振
興
を
図
る
た
め
、
日
本
国
花
苑

内
に
建
設
の
農
産
物
直
売
施
設
整
備
事
業

一
千
三
百
八
十
六
万
九
千
円

・
憩
の
森
の
作
業
路
整
備
事
業

四
百
十
三
万
円

・
浜
井
川
地
区
圃
場
整
備
事
業
関
係

三
千
九
百
三
十
九
万
二
千
円

・
東
部
地
区
圃
場
整
備
事
業
関
係八

百
六
十
八
万
六
千
円

・
五
秋
蛇
喰
線
開
設
事
業

三
百
七
十
四
万
三
千
円

・
転
作
関
係
、
農
家
に
対
す
る
助
成
金
と
し
て
、
団

地
化
促
進
費
補
助
金

一
千
三
百
十
六
万
五
千
円

・
集
落
集
団
戦
略
作
物
振
興
費
補
助
金

一
千
九
百
四
十
六
万
九
千
円

・
分
水
た
め
池
（
日
本
国
花
苑
）
整
備
事
業
関
係

三
百
九
十
万
円

・
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
浴
槽
へ
の
薬
液
注
入
装
置

取
付
工
事
等
ほ
か
セ
ン
タ
ー
の
運
営
管
理
費

一
千
四
百
五
十
一
万
九
千
円

・
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
（
さ
く
ら
苑
ケ
ア
ハ
ウ
ス
）
運

営
委
託
料

一
千
七
百
五
十
万
四
千
円

・
社
会
福
祉
協
議
会
運
営
費
補
助
金

三
百
九
十
八
万
二
千
円

・
町
営
住
宅
整
備
と
し
て
羽
立
住
宅
の
外
壁
塗
装
等

補
修
分

三
百
十
九
万
二
千
円

・
住
基
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
構
築
事
業

百
五
十
一
万
二
千
円

・
学
校
関
係
で
は
、
小
学
校
整
備
事
業
と
し
て
、
障

害
児
用
手
摺
工
事

八
百
六
万
七
千
円

・
中
学
校
の
美
術
室
の
床
の
張
替
工
事
等二

百
三
十
万
円

・
地
域
分
館
で
は
、
老
朽
化
の
進
ん
で
い
る
寺
沢
分

館
と
上
村
分
館
そ
れ
に
新
間
分
館
の
三
館
建
設
費

と
、
泉
岳
地
区
集
会
所
の
水
洗
化
等

四
千
六
百
五
十
八
万
一
千
円

・
保
健
体
育
施
設
整
備
と
し
て
、
町
営
プ
ー
ル
の
取

り
壊
し
及
び
駐
車
場
整
備

五
百
二
十
三
万
八
千
円

・
ス
キ
ー
場
照
明
器
具
の
取
替
え

百
三
十
九
万
円

・
歴
史
民
俗
資
料
館
の
外
壁
及
び
屋
根
の
塗
装

二
百
七
十
八
万
四
千
円



問５　井川町が合併するとしたら、どのパターンがよい�
　と思いますか。�
　問１で合併が必要である・ないの回答にかかわらず�（全員に問う　　　　　　　　　　　　　　　　　　）�

問７　井川町が合併するとした場合平成17年３月まで�
　に合併した方が良いと思いますか。�

問８　あなたには湖東３町（井川町・五城目町・八郎潟町）�
　の合併についてどう思いますか。�

1　思う　2,185件�
　　49.2％�

1　湖東3町　950件�
　　21.4％�

1　賛成　1,043件�
　　23.5％�

2　反対　1,021件�
　　23.0％�3　どちらとも言えないどちらとも言えない�

　　　　1,270件　28.6％�

3　わからない　わからない　1,340件�
　　30.2％�

3　湖東湖東6町　459件�
　　10.3％�

3　どちらとも言えない�
　　1,270件　28.6％�

4　わからない　609件�
　　13.7％�

無記入　500件�
　11.3％�

2　思わない　445件�
　　10.0％�

3　わからない　1,340件�
　　30.2％�

無記入　473件�
　10.6％�

2　湖東5町　2,144件�
　　48.3％�

3　湖東6町　459件�
　　10.3％�

4　南秋8町村�
　　201件4.5％�

5　その他�
　　219件　4.9％�

無記入　470件�
　　10.6％�

問６　あなたが最も望ましいとした合併パターンを選
んだ理由は何ですか。（3項目選択）�

�
１　生活圏のつながり（通勤、通学、買い物、交流など）
が強いため　　　　　　　　　　1,785件（19.4％）�

２　地域資源の特色（自然、歴史、観光資源など）が似て
いるため　　　　　　　　　　　　732件（ 7.9％）�

３　公共施設などの相互利用により、今のマイナス面
をカバーできるため　　　　　　1,364件（14.8％）�

４　ごみ、水源、介護などの広域行政が可能になるため�
1,409件（15.3％）�

５　「市」としての行政機能が加わり、多様な行政サー
ビスが受けられるため　　　　　　964件（10.5％）�

６　産業の振興など何らかの共通した期待がもてるため�
959件（10.4％）�

７　井川町が中心的な役割を発揮できるため�
616件（6.7％）�

８　理由は特にないが、適当な合併パターンと思える
ため　　　　　　　　　　　　　1,319件（14.3％）�

９　その他　　　　　　　　　　　　　62件（ 0.7％）�

　２月26日～３月６日までの９日間にわたり、
町内29会場で市町村合併に関する座談会が行わ
れました。550人の方が出席し、意見を出し合い
ました。主な意見をご紹介します。�
�
・こどもの頃、村から町になってよかったと思っ
たように、市になれるような合併を選択してほ
しい。�
・農協合併と同じように５町で合併した方が仕事
がしやすいと思う。�
・子供たちの将来を考えればこのままでよいか疑
問だ。�
・相手のあることなので理想としては湖東５町だ
が、３町でも仕方ない。将来を考えると単独は
無理だと思う。�
・秋田市を含めた広域合併は無理か。無理だった

ら南秋田郡の合併は考えられないか。�
・ごみ問題等でこじれている状況なので、まず湖
東３町でまとまり、次に６町を考えたらよい。�

・井川町は生活基盤の整っている町だ。節約して
でも単独ではいけないか。�

・井川町は不自由なところがないし、農協合併の
例もあり、このままでいいというのが本音だ。�

・合併すればここは過疎地となり、整備されない
のではないか。現在、生活に不満はないが、合
併すれば不満がでてくるのではないか。�

合�併�座�談�会�

7 6

1　合併が必要である�
　　1,967件　44.3％�

2　合併する必要はない�
　　543件　12.2％�

3　どちらとも言えないどちらとも言えない�
　　　　1,145件　25.8％�
3　どちらとも言えない�
　　1,145件　25.8％�

4　わからない�
　　719件　16.2％�

無記入　69件�
　1.6％�

三
月
、
井
川
町
に
住
む
十
八
歳
以
上
の
男
・
女
全
員
を
対
象
に
「
市
町
村

合
併
に
関
す
る
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
集
計
結

果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

必
　

要�
市
町
村�

合
　
併�

で
あ
る�

必
　

要�
必
　

要�

44.3�
％�

―
―
　

市
町
村
合
併
に
関
す
る
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
集
計
結
果�

調　査　状　況�
対　　象　5,131人�
　　　男性　2,383人�
　　　女性　2,748人�

回答件数：4,553人�
　　　男性　1,811人�
　　　女性　2,051人�

回　答　率：88.7％�
　　　10代　　　 88人（ 2.0％）�
　　　20代　　　547人（12.3％）�
　　　30代　　　538人（12.1％）�
　　　40代　　　669人（15.1％）�
　　　50代　　　824人（18.5％）�
　　　60代　　　757人（17.0％）�
　　　70歳以上　904人（20.3％）�
　　　無記入　　　116人（ 2.6％）�

問１ 合併についてどう思いますか。

問２ 合併を必要とする理由は何ですか。（３項目選択）

１　生活の利便性の向上　　　　　　　　 649件（12.4％）
２　組織の効率化による行政サービスの維持・向上

1,041件（20.0％）
３　事務事業の効率化　　　　　　　　　 570件（10.9％）
４　財政基盤の強化による重点的な投資の実現

1,064件（20.4％）
５　広域的な行政課題への対応　　　　　　731件（14.0％）
６　地域のイメージアップと総合的な活力の強化

646件（12.4％）
７　地方分権の進展への相乗効果　　　　　494件（09.5％）
８　その他　　　　　　　　　　　　　　　　20件（00.4％）

問３ 合併を必要としない理由は何ですか。（３項目選択）

１　役場が遠くなって、今までより不便になるため　　　239件（16.6％）
２　住民の声が届きにくくなるため　　　　　　　　　 302件（21.0％）
３　中心部だけが良くなって、周辺がさびれるため　　 285件（19.8％）
４　税金が高くなったり、サービスが低下するため　　 241件（16.8％）
５　地域の歴史や文化、伝統などが失われるため　　　 153件（10.6％）
６　財政状況に差がある町との合併は不利になるため　　195件（13.6％）
７　その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 22件（01.5％）

問４ どちらともいえない理由は何ですか。

１　直接自分たちの生活に関係がないため　　　　　　 071件（06.4％）
２　合併の利点と欠点に判断が難しいため　　　　　　 551件（49.3％）
３　合併に関する情報が少なく判断ができないため　 260件（23.3％）
４　合併の意義がよくわからないため　　　　　　　　　228件（20.4％）
５　その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8件（00.7％）
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■
監
査
委
員
に
工
藤
侑
さ
ん
を
再
任

し
ま
し
た
。

■
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

に
遠
藤
鉄
太
郎
さ
ん
を
再
任
し
ま

し
た
。

■
湖
東
地
区
行
政
一
部
事
務
組
合
議

会
議
員
（
知
識
経
験
者
）
に
三
浦

喜
美
雄
さ
ん
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

■
定
住
促
進
セ
ン
タ
ー
の
夜
間
使
用

時
間
が
、
通
年
九
時
ま
で
に
改
正

さ
れ
ま
し
た
。

■
十
四
年
度
井
川
町
一
般
会
計
か
ら

一
千
四
百
万
円
を
減
額
し
、
予
算

総
額
を
三
十
二
億
三
千
四
百
三
十

万
円
と
し
ま
し
た
。

補
正
の
主
な
も
の
は

・
減
債
基
金
へ
の
積
立
金
三
千
万
円

・
診
療
所
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金

一
千
三
百
九
十
八
万
円

■
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
か

ら
八
十
八
万
円
を
減
額
し
、
予
算

総
額
四
億
八
千
百
三
十
一
万
円
と

し
ま
し
た
。

■
そ
の
他
、
介
護
保
険
事
業
、
井
川

町
診
療
所
、
老
人
保
健
、
下
水
道

事
業
、
農
業
集
落
排
水
事
業
、
介

護
認
定
事
業
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事

業
な
ど
の
特
別
会
計
を
決
算
を
見

込
ん
で
補
正
し
ま
し
た
。

■
水
道
事
業
会
計
は
、
排
水
修
理
等

に
備
え
営
業
費
用
と
し
て
七
十
四

万
円
を
追
加
し
ま
し
た
。

五
学
級
（
う
ち
特
殊
学
級
が
三
学
級
）
で
、

校
長
を
含
め
二
十
三
名
（
対
前
年
比
同
数
）

の
配
置
内
示
を
受
け
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

中
学
校
は
生
徒
数
百
七
十
四
名
七
学
級

（
う
ち
特
殊
学
級
一
学
級
）
で
、
校
長
を

含
め
十
六
名
の
配
置
内
示
を
受
け
て
お
り

ま
す
が
、
今
後
県
の
少
人
数
学
習
推
進
事

業
で
、
臨
時
講
師
や
非
常
勤
講
師
の
加
配

が
見
込
ま
れ
て
お
り
ま
す
。
平
成
十
五
年

度
は
、
幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校
に
そ

れ
ぞ
れ
学
校
評
議
員
を
設
置
す
る
こ
と
に

よ
り
、
校
長
が
行
な
う
学
校
運
営
に
関
し

学
校
外
の
有
識
者
等
か
ら
幅
広
く
意
見
を

聞
き
、
必
要
に
応
じ
助
言
を
求
め
る
こ
と

が
で
き
、
学
校
と
地
域
の
連
携
に
資
す
る

も
の
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
井
川
町
教
育
委
員
会
及
び
井
川

中
学
校
が
文
部
科
学
省
の
「
運
動
部
活
動

地
域
連
携
実
践
事
業
」
の
指
定
を
平
成
十

四
年
度
か
ら
三
カ
年
受
け
て
お
り
、
生
徒

数
の
減
少
な
ど
に
よ
り
、
運
動
部
活
動
が

十
分
に
で
き
な
い
学
校
も
で
て
い
る
状
況

で
、
指
導
者
の
確
保
や
生
徒
の
ス
ポ
ー
ツ

に
関
す
る
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た

め
、
複
数
の
学
校
が
連
携
し
て
合
同
練
習

症
検
査
の
四
回
分
を
助
成
し
て
お
り
ま
す

が
、
新
年
度
に
お
い
て
は
更
に
三
回
分
を

追
加
し
て
七
回
分
に
対
し
て
助
成
を
致
し

ま
す
。
妊
婦
検
診
の
受
診
回
数
を
増
や
し
、

健
康
な
母
体
づ
く
り
を
進
め
る
と
と
も
に

一
層
の
少
子
化
対
策
に
資
す
る
も
の
と
期

待
し
て
お
り
ま
す
。

広
域
入
所
に
つ
い
て
は
、
児
童
福
祉
法

の
改
正
に
よ
り
、
保
護
者
に
と
っ
て
利
便

性
が
あ
る
場
合
、
居
住
地
以
外
の
保
育
所

へ
の
入
所
申
し
込
み
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
お
り
、
こ
の
度
、
八
郎
潟
町
よ
り
広

域
入
所
の
申
し
込
み
が
あ
り
、
二
名
の
保

育
を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。

平
成
十
五

年
度
の
入
所
入
学
状
況
は
、
保
育
所
に
つ

い
て
は
定
員
八
十
名
に
対
し
八
十
八
名

（
対
前
年
比
二
十
二
名
増
）
の
入
所
希
望

が
あ
り
ま
す
。
新
年
度
か
ら
第
一
子
の
０

歳
児
の
保
育
料
が
無
料
と
な
る
こ
と
か

ら
、
今
後
若
干
の
増
加
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
第
三

子
の
保
育
料
免
除
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま

す
。
幼
稚
園
は
、
五
十
六
名
（
対
前
年
比

二
名
減
）
の
入
園
で
、
障
害
幼
児
チ
ー
ム

保
育
事
業
を
活
用
し
な
が
ら
教
諭
三
名
で

保
育
に
あ
た
り
ま
す
が
、
幼
稚
園
、
保
育

園
の
一
体
保
育
を
実
施
し
、
多
様
化
さ
れ

た
保
育
需
要
に
積
極
的
に
対
応
し
て
ま
い

り
ま
す
。

小
・
中
学
校
に
つ
き
ま
し
て
は
、
小
学

校
は
児
童
数
三
百
三
十
九
名
、
学
級
数
十

平
成
十
二
年
度
か
ら
介
護
保
険
制
度
が

ス
タ
ー
ト
し
、
円
滑
な
実
施
と
介
護
サ
ー

ビ
ス
基
盤
の
計
画
的
な
整
備
を
進
め
る
た

め
に
、
国
の
基
本
方
針
に
即
し
、
三
年
ご

と
に
五
年
を
一
期
と
し
た
介
護
保
険
事
業

計
画
を
策
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
町
の
当
初
計
画
は
平
成
十
二
年
度
を

初
年
度
と
し
、
平
成
十
六
年
度
ま
で
の
五

カ
年
計
画
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
保
険
料

の
設
定
は
三
カ
年
ご
と
に
見
直
し
を
行
な

う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
方
針

に
従
っ
て
介
護
保
険
運
営
協
議
会
に
お
い

て
審
議
を
し
て
い
た
だ
き
、
介
護
サ
ー
ビ

ス
量
の
見
込
み
を
勘
案
し
な
が
ら
標
準
給

付
費
等
の
見
込
み
額
を
算
定
し
た
結
果
、

第
一
号
被
保
険
者
の
保
険
料
は
現
在
と
同

額
の
三
千
五
百
円
を
基
準
月
額
と
し
て
、

計
画
を
策
定
す
る
こ
と
に
し
て
お
り
ま

す
。な

お
、
国
で
は
、
保
険
料
を
抑
制
す
る

た
め
に
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
等
の
介
護
報
酬

単
価
の
改
定
を
決
め
て
お
り
ま
す
。

県
で
は
新
年
度
か
ら
、
子
育
て
の
経
済

的
負
担
軽
減
対
策
と
し
て
、
妊
婦
検
診
七

回
分
を
無
料
化
す
る
方
針
を
決
め
て
お
り

ま
す
。
補
助
率
は
五
〇
％
、
残
り
五
〇
％

は
町
の
負
担
と
な
り
ま
す
。
本
町
で
は
、

現
在
一
般
検
診
二
回
分
と
超
音
波
、
感
染

の
、
異
状
な
く
処
理
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

湖
南
衛
生
組
合
現
有
炉
の
排
ガ
ス
高
度

処
理
に
つ
い
て
は
、
指
名
競
争
入
札
に
よ

り
、
工
事
請
負
額
六
億
一
千
四
百
二
十
五

万
円
、
今
年
八
月
末
日
ま
で
の
工
期
で
発

注
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
改
修
後
に

お
い
て
も
構
成
七
町
村
か
ら
排
出
さ
れ
る

可
燃
ご
み
の
全
量
を
処
理
で
き
な
い
状
況

下
に
あ
る
た
め
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
協

議
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

①
新
た
な
一
部
事
務
組
合
を
立
ち
上
げ
る

こ
と
に
つ
い
て

②
能
力
ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
の
施
設
改
修

を
実
施
す
る
か
否
か
に
つ
い
て

秋
田
市
ま
で
搬
送
す
る
こ
と
に
な
っ

て
、
若
干
減
量
化
が
進
ん
だ
よ
う
に
も
見

受
け
ら
れ
ま
す
が
、
施
策
の
展
開
に
よ
る

減
量
化
と
は
い
え
な
い
も
の
で
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
た
っ
た
二
カ
月
間
の
実
績
に

よ
る
判
断
に
は
到
底
無
理
が
あ
り
、
最
も

変
動
率
の
大
き
い
夏
場
の
収
集
実
績
を
踏

ま
え
な
が
ら
の
検
討
協
議
が
必
要
で
す
。

今
年
の
循
環
器
健
診
実
施
日
程
は
五
月

二
十
八
日
か
ら
六
月
五
日
ま
で
実
質
八
日

間
実
施
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

今
年
度
か
ら
五
十
歳
以
上
の
男
性
を
対

象
に
前
立
腺
が
ん
検
診
と
節
目
検
診
と
し

て
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
を
実
施
い
た
し
ま

す
。

か
ら
の
申
し
出
数
量
を
参
考
に
し
な
が
ら

計
画
出
荷
協
議
会
で
協
議
し
、
配
分
し
ま

す
。ま

た
、「
ボ
ン
ザ
イ
」
と
い
う
無
登
録

農
薬
は
花
卉
生
産
農
家
が
花
壇
苗
に
植
物

成
長
調
整
剤
と
し
て
使
用
し
た
も
の
で
、

農
薬
や
花
は
既
に
処
分
が
終
わ
っ
て
お
り

ま
す
。
現
在
は
食
す
る
も
の
以
外
で
も
、

厳
し
い
規
制
が
あ
り
、
今
後
こ
の
よ
う
な

こ
と
が
二
度
と
発
生
し
な
い
よ
う
注
意
し

て
参
り
ま
す
。

一
昨
年
の
十
二
月
に
離
職
者
対
策
に
つ

い
て
の
特
別
相
談
窓
口
を
設
置
し
活
動
を

続
け
て
お
り
ま
す
が
、
雇
用
情
勢
は
依
然

と
し
て
厳
し
い
状
況
で
あ
り
ま
す
。
一
月

末
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
が
ま
と
め
た
井
川
町

の
有
効
求
職
者
数
は
百
二
十
五
人
と
な
っ

て
お
り
、
昨
年
同
期
の
百
六
十
六
人
よ
り

四
十
一
人
減
少
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
通
し
て
の
再
就
職
や
就

職
の
た
め
の
研
修
を
受
け
て
い
る
人
が
増

え
た
た
め
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今
後
と

も
相
談
活
動
を
継
続
し
、
情
報
提
供
に
努

め
る
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。

昨
年
の
十
二
月
か
ら
、
秋
田
市
総
合
環

境
セ
ン
タ
ー
に
可
燃
ご
み
を
搬
送
し
て
お

り
ま
す
が
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
混
入
等
に

つ
い
て
指
摘
を
さ
れ
た
経
緯
は
あ
る
も
の

平
成
十
五
年
度
の
生
産
調
整
面
積
の
配

分
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
昨
年
よ
り

二
四
㌶
多
い
三
六
七
㌶
が
配
分
さ
れ
、
転

作
率
で
は
三
一．

九
％
と
過
去
最
高
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
国
の
助
成
金
に

関
す
る
交
付
条
件
も
一
段
と
厳
し
く
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
地
域
の
実
情
を
充
分

に
考
慮
し
た
対
応
を
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

十
五
年
度
の
計
画
出
荷
米
の
配
分
数
量

は
昨
年
よ
り
も
三
千
四
百
俵
少
な
い
六
万

五
千
三
百
十
二．

五
俵
配
分
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
数
量
が
減
っ
た
理
由
は
転
作
面
積

が
増
え
た
た
め
で
あ
り
、
今
後
、
各
農
家

水
田
農
業
経
営
確
立
対
策

母
体
健
康
増
進
支
援
事
業
に
つ
い
て

こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
及
び
小
・
中
学
校

の
入
所
・
入
学
状
況
等
に
つ
い
て

一
般
廃
棄
物
の

広
域
処
理
に
つ
い
て

離
職
者
対
策
に
つ
い
て

井
川
町
介
護
保
険
事
業
計
画
（
老
人

保
健
福
祉
計
画
）
の
策
定
に
つ
い
て

平
成
十
五
年
度
の

循
環
器
健
診
に
つ
い
て

３月定例議会が３月４日から13日まで８
日間の会期で行われました。４日の本会議で
は、町長が行政報告を述べ、二議員が一般質
問をしました。上程された案件は、平成15
年度当初予算、条例の改正や平成14年度一
般会計補正予算など40案件。予算特別委員
会などの審議を経て全て可決されました。
町長の行政報告、可決された案件の中から
主なものをお知らせします。

行
政
報
告
要
旨

議　　�
　　会�
議　　�
　　会�

３月定例会�

可
決
さ
れ
た
主
な
案
件
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衆
回
線
を
利
用
す
る
も
の
と
し
て
お
り
ま

す
。合

併
特
例
法
の
適
用
期
限
と
な
る
平
成

十
七
年
三
月
末
ま
で
の
「
男
鹿
南
秋
の
合

併
」
は
無
理
と
い
う
見
方
で
一
致
し
て
お

り
ま
す
。
そ
の
後
、「
地
域
づ
く
り
懇
談

会
」
と
い
う
形
で
会
合
を
も
ち
、
今
後
は

合
併
を
除
く
消
防
や
ご
み
処
理
な
ど
、
行

政
課
題
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
す
る
場
に

し
よ
う
と
「
男
鹿
南
秋
広
域
行
政
懇
談
会
」

を
立
ち
上
げ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
五
城
目
・
八
郎
潟
両
町
と
共
に
、

地
域
住
民
の
共
通
認
識
と
し
て
湖
東
五
町

の
合
併
の
検
討
を
、
飯
田
川
・
昭
和
両
町

に
文
書
で
要
望
し
た
と
こ
ろ
「
湖
東
五
町

の
合
併
に
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
か
ら
民

意
が
少
数
。」
と
の
回
答
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
に
は
合
併
の
情
報
と
し

て
、
広
報
「
臨
時
増
刊
号
」
を
全
戸
配
布

し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
合
併

に
関
す
る
座
談
会
を
二
月
二
十
六
日
か
ら

九
日
間
、
二
十
九
カ
所
で
開
催
し
、
十
八

歳
以
上
の
全
町
民
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

も
実
施
中
で
、
こ
の
後
、
座
談
会
で
の
意

見
集
約
と
内
容
の
分
析
、
ま
た
、
ア
ン
ケ

ー
ト
の
集
計
の
後
、
そ
の
方
向
性
を
見
出

し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

を
実
施
し
た
り
、
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
と
の
連
携
な
ど
、
一
校
の
枠
を
超
え
た
、

新
し
い
部
活
動
の
在
り
方
の
研
究
実
践
に

取
り
組
む
も
の
で
す
。

地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
基
盤
施
設
整
備

事
業
が
完
工
し
、
新
年
度
よ
り
本
格
稼
動

と
な
り
ま
す
。
役
場
庁
舎
を
起
点
と
し
た

情
報
通
信
網
と
し
て
、
公
民
館
・
健
康
セ

ン
タ
ー
・
診
療
所
・
小
、
中
学
校
・
地
域

の
主
要
な
集
会
所
等
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
有
線
放
送
回
線
で
構
築
し
、
各
種
行
政

情
報
や
地
域
情
報
の
送
受
信
を
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
快
適
に
利
用
で
き
る
ほ
か
、
町

内
の
要
所
に
カ
メ
ラ
を
設
置
し
、
リ
ア
ル

タ
イ
ム
の
画
像
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
経
由

で
提
供
す
る
内
容
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に

よ
り
、
各
家
庭
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
は
も
ち

ろ
ん
、
地
域
の
主
要
な
集
会
所
等
に
公
共

端
末
を
配
備
す
る
こ
と
で
家
庭
で
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
い
な
い
町
民
も
気

軽
に
町
の
情
報
を
入
手
可
能
と
な
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。

な
お
、
各
家
庭
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す

が
、
こ
の
ほ
ど
、
民
間
の
大
手
プ
ロ
バ
イ

ダ
事
業
者
の
参
入
が
決
ま
り
、
町
内
全
域

を
対
象
に
高
速
で
大
容
量
の
常
時
接
続
サ

ー
ビ
ス
が
始
ま
り
ま
す
。
接
続
方
法
に
つ

い
て
は
、
当
初
想
定
し
て
い
た
有
線
放
送

回
線
を
利
用
し
た
接
続
か
ら
、
サ
ー
ビ
ス

料
金
や
機
能
面
を
考
慮
し
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
公

町
村
合
併
に
つ
い
て
の
町
民
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
が
ま
と
ま
っ
た

（
詳
細
は
別
欄
参
照
）。
合
併
が
必

要
が
四
四
・
三
㌫
、
合
併
パ
タ
ー

ン
で
最
多
は
湖
東
五
町
で
四
八
・

三
㌫
、
五
城
目
、
八
郎
潟
両
町
と

の
合
併
に
つ
い
て
は
賛
否
が
二

三
・
五
㌫
対
二
三
㌫
で
拮
抗
し
た
。

ま
た
、
賛
否
い
ず
れ
と
も
言
え
な

い
層
が
各
設
問
と
も
二
五
〜
三
〇

㌫
を
占
め
依
然
と
し
て
慎
重
派
も

多
い
結
果
と
な
っ
た
。

合
併
が
必
要
と
い
う
四
四
・
三

㌫
が
多
い
か
少
な
い
か
は
そ
れ
ぞ

れ
の
考
え
方
が
あ
る
と
思
う
が
、

他
町
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
と
比
較

す
れ
ば
少
な
い
こ
と
は
確
か
。
ほ

と
ん
ど
の
町
村
が
六
割
〜
八
割
程

度
と
な
っ
て
い
る
。
座
談
会
で
も

「
町
に
は
不
自
由
な
と
こ
ろ
が
な

い
。
農
協
合
併
の
例
も
あ
り
、
こ

の
ま
ま
で
い
た
い
の
が
本
音
」「
合

併
す
れ
ば
い
ろ
ん
な
面
で
不
満
が

出
て
来
る
の
で
は
な
い
か
」
と
の

反
対
論
が
あ
る
一
方
で
「
子
ど
も

た
ち
の
将
来
を
考
え
れ
ば
合
併
す

べ
き
だ
」「
村
か
ら
町
に
な
っ
て
良

か
っ
た
よ
う
に
子
ど
も
た
ち
の
た

め
に
市
に
な
る
合
併
を
選
択
し
て

欲
し
い
」
な
ど
が
代
表
的
な
意
見

だ
っ
た
。
町
が
合
併
を
選
択
す
べ

き
だ
と
し
た
理
由
は
二
十
年
先
、

三
十
年
先
を
考
え
れ
ば
人
口
が
五

千
人
を
割
り
、
高
齢
化
率
も
四
〇

㌫
台
に
な
る
。
国
の
財
政
状
況
を

考
え
れ
ば
従
来
の
よ
う
な
手
厚
い

財
政
移
転
は
考
え
難
い
か
ら
だ
。

合
併
の
賛
否
い
ず
れ
と
も
い
え

な
い
理
由
の
大
半
は
メ
リ
ッ
ト
、

デ
メ
リ
ッ
ト
の
判
断
が
難
し
い
、

合
併
に
つ
い
て
の
情
報
が
少
な
い
、

か
ら
だ
ろ
う
。
当
然
だ
と
思
う
。

将
来
構
想
や
地
方
行
財
政
制
度
が

ど
う
な
る
か
を
示
さ
れ
な
い
な
か

で
判
断
す
る
に
は
一
般
論
で
考
え

る
し
か
な
い
。
具
体
的
に
イ
メ
ー

ジ
す
る
こ
と
も
極
め
て
難
し
い
。

将
来
構
想
は
合
併
の
相
手
と
の
協

議
で
初
め
て
作
成
さ
れ
る
。
ま
た
、

地
方
行
財
政
制
度
の
将
来
像
に
つ

い
て
は
五
月
末
頃
に
中
間
報
告
が

行
わ
れ
る
見
込
み
だ
。
そ
の
時
点

で
は
判
断
材
料
も
増
え
る
と
思
う
。

合
併
相
手
先
の
選
択
は
町
づ
く

り
に
重
点
を
置
く
か
、
財
政
論
に

重
点
を
置
く
か
で
相
当
違
っ
た
判

断
に
な
る
だ
ろ
う
。
生
活
実
感
や

歴
史
、
文
化
の
共
通
性
は
町
づ
く

り
に
は
欠
か
せ
な
い
。
一
方
で
財

政
的
な
裏
付
け
も
必
要
だ
。
財
政

論
を
追
及
し
て
い
け
ば
損
か
得
か

と
い
う
話
に
な
り
、
合
併
の
本
質

論
と
は
違
っ
た
次
元
の
話
に
な
り

か
ね
な
い
。
合
併
パ
タ
ー
ン
で
湖

東
五
町
が
五
割
近
く
を
占
め
た
の

は
当
然
だ
が
、
昭
和
、
飯
田
川
両

町
は
天
王
町
と
の
三
町
論
。
今
後

も
五
町
合
併
へ
向
け
て
努
力
は
す

る
が
、
現
実
的
な
対
応
と
し
て
五

城
目
、
八
郎
潟
両
町
と
の
議
会
を

含
め
た
懇
談
会
へ
踏
み
込
ん
で
み

た
い
。
ま
た
、
例
年
通
り
、
五
月

末
か
ら
町
づ
く
り
懇
談
会
を
行
い

更
に
合
併
問
題
を
考
え
た
い
。

町
長
日
記
抄

齋
　
　

藤
　
　

正
　
　

　�

地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
基
盤

施
設
整
備
事
業
に
つ
い
て

市
町
村
合
併
に
つ
い
て

長
年
に
わ
た
る
消
防
活
動
の
功
績

が
認
め
ら
れ
、
平
成
十
四
年
度
の
消

防
功
労
者
と
し
て
、
次
の
個
人
・
団

体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

消
防
庁
長
官
よ
り
表
彰
さ
れ
た
小

武
海
清
煕
さ
ん
は
、
昭
和
四
十
一
年

に
消
防
団
員
と
な
り
、
平
成
十
一
年

に
分
団
長
に
就
任
、
平
成
十
四
年
に

は
副
団
長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
永

く
職
務
に
精
励
さ
れ
た
こ
と
が
認
め

ら
れ
、
永
年
勤
続
功
労
賞
を
受
章
し

ま
し
た
。
ま
た
、
日
本
消
防
協
会
長

表
彰
と
し
て
精
績
章
も
合
わ
せ
て
受

章
し
ま
し
た
。

団
体
で
は
、
平
成
十
四
年
無
火
災

市
町
村
と
し
て
井
川
町
が
秋
田
県
知

事
表
彰
を
受
章
し
ま
し
た
。
ま
た
、

平
成
十
四
年
優
良
消
防
機
関
と
し
て
、

井
川
町
消
防
団
が
秋
田
県
消
防
協
会

長
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
、
地
域
の
安
全
の
た
め

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

・
永
年
勤
続
功
労
賞

小
武
海
　
清
�
さ
ん

・
精
　
績
　
章

・
平
成
十
四
年
無
火
災
市
町
村

井
川
町

・
平
成
十
四
年
優
良
消
防
機
関

井
川
町
消
防
団

湖
東
地
区
危
険
物
安
全
協
会
・
湖

東
地
区
幼
少
年
婦
人
防
火
委
員
会
・

湖
東
地
区
消
防
本
部
の
三
団
体
主
催

に
よ
る
第
十
三
回
防
火
作
文
コ
ン
ク

ー
ル
、
第
十
二
回
火
災
予
防
標
語
コ

ン
ク
ー
ル
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
火
災
予
防

に
対
す
る
意
識
の
高
揚
及
び
啓
発
の

推
進
を
目
的
に
湖
東
消
防
所
管
内
の

小
学
校
五
年
生
を
対
象
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

井
川
小
学
校
か
ら
は
、
次
の
方
が

入
賞
し
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

正
月
早
々
、
火
事
が
あ
り
ま
し
た
。

初
も
う
で
に
出
か
け
今
年
一
年
事
故

や
火
事
、
病
気
に
あ
わ
な
い
よ
う
に

お
ま
い
り
し
た
ば
か
り
な
の
に
、
あ

の
大
き
な
サ
イ
レ
ン
の
音
を
聞
く
と

は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
ろ
う
電
が

原
因
だ
そ
う
で
す
。
自
分
た
ち
が
気

を
つ
か
っ
て
い
て
も
、
気
づ
か
な
い

と
こ
ろ
で
火
事
に
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
で
も
、
ほ
と
ん
ど
の
火
事
は

小
さ
な
心
が
け
で
防
げ
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
母
は
よ
く
外
に

出
て
か
ら
、

「
あ
っ
火
を
消
し
た
よ
ね
。」

と
言
い
ま
す
。
何
度
か
、
火
を
消
し

た
つ
も
り
で
い
て
、
な
べ
を
こ
が
し

た
こ
と
が
あ
る
か
ら
で
す
。

ほ
か
に
も
、
防
火
の
た
め
に
心
が

け
て
い
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
例
え
ば
、
父
が
た
ば
こ
を
す
う

時
に
使
う
灰
皿
に
は
必
ず
水
を
入
れ

て
お
く
、
大
人
の
い
な
い
時
は
火
を

使
わ
な
い
、
出
か
け
る
時
は
ど
ん
な

に
近
く
で
も
ス
ト
ー
ブ
を
止
め
る
、

ね
る
前
は
洗
た
く
物
を
ス
ト
ー
ブ
や

え
ん
と
つ
か
ら
は
な
す
な
ど
、
思
い

つ
く
だ
け
で
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

後
は
、
こ
れ
を
み
ん
な
が
一
人
一
人

の
責
任
を
も
っ
て
ど
こ
ま
で
や
れ
る

か
と
い
う
小
さ
な
心
が
け
一
つ
で
す
。

井
川
町
で
は
、
昨
年
一
年
間
火
事

が
無
か
っ
た
そ
う
で
す
。
こ
れ
は
、

町
民
一
人
一
人
が
口
に
は
出
さ
な
く

て
も
、
小
さ
な
心
が
け
が
し
っ
か
り

と
根
づ
い
た
結
果
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
た
一
つ
、
町
の
自
慢
で
き
る
こ
と

が
増
え
た
と
、
ぼ
く
は
む
ね
を
張
っ

て
言
え
ま
す
。

理
科
の
実
験
で
マ
ッ
チ
を
つ
け
る

時
、
少
し
ド
キ
ド
キ
し
ま
す
。
し
か

し
、
つ
け
た
マ
ッ
チ
の
火
は
と
て
も

小
さ
く
、
火
を
つ
け
る
前
の
ド
キ
ド

キ
し
た
気
持
ち
が
無
く
な
り
ま
す
。

で
も
、
マ
ッ
チ
一
本
の
小
さ
な
火
で

大
き
な
命
を
無
く
す
こ
と
も
あ
る
の

を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
の
で
す
。
小

さ
な
小
さ
な
火
に
な
れ
る
こ
と
な
く
、

そ
の
小
さ
な
火
か
ら
大
き
な
大
き
な

命
を
守
る
こ
と
を
、
大
人
も
子
供
も

改
め
て
心
が
け
る
こ
と
が
必
要
だ
と

思
い
ま
す
。

消
防
庁
長
官
表
彰

日
本
消
防
協
会
長
表
彰

秋
田
県
知
事
表
彰

秋
田
県
消
防
協
会
長
表
彰

小武海清 さん
（羽　立）

渡部夏澄さん
（新　間）

伊藤善昭さん
（今　戸）

第
十
二
回

火
災
予
防
標
語
コ
ン
ク
ー
ル

第
十
三
回

防
火
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

最
優
秀
作

「
か
じ
ふ
せ
ぐ

ひ
と
り
ひ
と
り
の

こ
こ
ろ
が
け
」

優
秀
作

「
一
人
一
人
の
小
さ
な

心
が
け
か
ら
」

消
防
功
労

作
文
・
標
語

コ
ン
ク
ー
ル

防　火

表
彰
お
め
で
と
う

み
な
さ
ん
各
分
野
で
が
ん
ば
り
ま
し
た
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そ ば お い し い ヨ

３/15

葹田コミュニティセンターでは親子学習会が開かれ、そば打ち

やプラバン作りを楽しみました。この学習会は子育て支援学習の

一環として行われたもので、大麦産のそば粉を使って、自分たち

で打ったそばの味はまた格別のようです。参加した親子３５人は

コミュニケーションを図りながらの制作をとても楽しんでいまし

た。

こんにちは　スティファニー

先に、井川町のELTとして英語の指導をし

ていただいたスティファニ－さんが、米国

の日本語学校での教え子８名と共に井川町

にお出でになりました。井川町では７カ所

のホームスティ先に分かれて宿泊。角館や

田沢湖を観光したあと、町内の各施設を見

学、だまこもちを食べながらの交流や桜爛

太鼓を体験して、井川町のくらしを満喫し

て帰路につきました。

「秋田バラ会」の皆さんから
丁寧に教えていただきました。

懐かしい校舎を
あとにして…

ホームスティ先の家族と鍋を囲んでの夕食です

無事式典を終え退場する生徒・先生

バラの手入れは？

３/22

きれいに晴れ渡った２２日、秋田バラ会の

メンバー１０名をお招きして、バラの剪定・

苗木の植え方講習会が国花苑バラ園で行われ

ました。参加者は町内外から５０名余り、春

の日差しを受け心地よさそうに、思い思いの

グループにまとまって講習を受けました。参

加者はバラ愛好者で、実際困っていることや

具体的な方法を質問したり、剪定ばさみを手

にとって実技も指導していただきました。皆

さんの庭のバラ、きれいに咲くとうれしいで

すね。

先生とお別れの記念撮影在校生から花束を贈られて感無量です

こんなに成長しました

小学生男子５年の部
２位　松田　大海

小学生男子５年の部
優勝　松田　大海

１年生の部

優勝　伊藤　　輝

３位　工藤　　綾

〃 高橋　裕貴

４年生の部

優勝　高橋　孝輔

５年生の部

優勝　勝田　祥平

６年生の部

３位　高橋　健介

秋田県ｽｷｰ連盟公認

協和ジャイアントスラローム
ジュニア大会

男鹿南秋スポーツ少年団

柔道交流大会

男鹿南秋ジュニアスキー大会

スポーツ
の

結果です

●３月14日　井川小学校卒業生　61名�

　井川中学校卒業生　51名�

●３月15日　井川こどもセンター卒園生　42名�

みんな元気に

巣立って

いきました

３/25～28
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―平成14年度にスポーツ・武道に活躍
された小・中学生のみなさんです―
【栄光賞銅賞】
《第32・33回秋田県中学校新人バスケ
ットボール大会優勝》
・三浦　　正（仲　台）
・森田　　隆（小今戸）
・伊藤　真人（今　戸）
・伊藤　大地（中下村）
・菅生　俊介（井　内）
・門間　光亮（井　内）
・小武海高史（田　中）
・佐々木貴弘（井　内）

《第32回秋田県中学校新人バスケット
ボール大会優勝》
・斎藤　祥太（さくら）
・鈴木　　健（小今戸）
・伊藤　有也（街　道）
・渡部　一徳（新　間）
・湊　　隆之（坂　本）

《第33回秋田県中学校新人バスケット
ボール大会優勝》
・鈴木　聖志（街　道）
・森田真太郎（小今戸）

《秋田県空手道選手権錬成大個人会組
手優勝》
・浅野　高馬（今　戸）

《秋田県中学校体育大会秋季相撲大会
個人優勝》
・西方　大介（坂　本）

《秋田県中学校体育大会夏季相撲大会
個人優勝》
・伊藤　将明（八　幡）

【奨励賞】
《第４回秋田県小学校柔道選手権大会
優勝、秋田県学年別柔道選手権大会優
勝》
・石山みさと（街　道）

《秋田県空手道剛柔会選手権大会個人

組手優勝》
・浅野　金浩（今　戸）
・菅生　真衣（井　内）
・伊藤　愛理（今　戸）

《秋田県空手道選手権錬成大会個人組
手優勝》
・菅生　亜希（井　内）

《全国少年少女空手道選手権秋田県大
会個人組手優勝》
・伊藤　優也（今　戸）
・湊　　倫成（坂　本）
・小林　　光（寺　沢）

―井川町学芸文化賞は平成14年度に制
定され、学芸・芸術部門で優れた方に
おくられるもので、今回第１号受賞者
です―
《第54回秋田県中学校英語暗唱・弁論
大会・兼高円宮杯全日本中学校英語弁
論大会秋田県予選弁論の部１位》
・湊　　香織（坂　本）

秋
田
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
が
行

わ
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
秋
田
県
民

の
暮
ら
し
を
左
右
す
る
大
切
な
選
挙

で
す
。
棄
権
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、

あ
な
た
の
判
断
で
清
き
一
票
を
投
じ

ま
し
ょ
う
。

◆
投
票
で
き
る
方

昭
和
58
年
４
月
14
日
以
前
に
生
ま

れ
、
平
成
15
年
１
月
３
日
以
前
に
井

川
町
に
住
民
登
録
し
、
引
き
続
き
町

内
に
住
ん
で
い
る
方
。

◆
不
在
者
投
票

選
挙
投
票
日
に
、
仕
事
や
旅
行
、

冠
婚
葬
祭
な
ど
で
投
票
が
で
き
な
い

方
は
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

◇
期
間

４
月
４
日
（
金
）
〜

４
月
12
日
（
土
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

土
曜
、日
曜
も
受
け
付
け
ま
す
。

◇
投
票
場
所

井
川
町
役
場
　
・
二
階
会
議
室

・
一
階
ロ
ビ
ー

（
歩
行
困
難
な
方
）

●
問
い
合
わ
せ

井
川
町
選
挙
管
理
委
員
会

（
有
）
４
５
１
１

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
８
７
４
―
４
４
２
５

【役場関係職員】
・総務課主査（健康課主査）
・税務課長補佐（町民課長補佐）
・税務課主任（建設課主任）
・町民課長補佐（税務課長補佐）
・町民課主任（産業課主任）
・町民課主事（農業委員会主事）
・健康課主事（公民館主事）
・健康課主事（産業課主事）
・建設課主査（町民課主査）
・農業委員会主事（教育委員会主事）
・産業課主査（税務課主査）
・産業課主事（町民課主事）
・教育委員会主査（診療所主査）
・公民館主事（スポーツセンター主事）
・スポーツセンター主査（中学校主任校務員）
・診療所主査（健康課主査）
・こどもセンター（保）主査（同幼）
・こどもセンター（幼）主事（同保）
・小学校主査（こどもセンター主査）
・小学校校務係長（中学校校務係長）
・中学校校務係長（小学校主任校務員）
・中学校主任校務員（小学校主任校務員）
《退職》　・出納室長

【教育委員会】
転入　派遣スポーツ主事　鎌田拓也（県立体育館）
転出　　　　 〃 信田秀樹（中央教育事務所）
【井川小学校】
G転入　教　頭　　柴　田　和　子（野 石 小）

教　諭　　佐　藤　淳　子（日 新 小）
間　杉　幸　子（港 北 小）
佐　藤　英　悦（秋田養護）

事務職員 木　村　康　男（鶴 形 小）
G転出　教　頭　　鈴　木　矩　子（払戸小校長）

教　諭　　淡　路　春　美（鹿 渡 小）
高　井　美佐子（下岩川小）
播　摩　志津子（能代西高）
近　江　美　歩（天王みどり学園）
佐々木　みどり（休　　職）

事務職員 阿　部　博　光（内 川 小）
【井川中学校】
G転入　校　長　　工　藤　真　悟（羽 城 中）

教　諭　　安　田　和　人（上小阿仁中）
鷲　谷　　　衛（男鹿東中）

事務職員 山　村　智　子（岩 城 中）
G転出　校　長　　一ノ関　敏　昭（天王南中）

教　諭　　関　谷　美佳子（中央教育事務所）
石　川　徳　行（能代南中）
本　間　秀　徳（総合教育センター）

事務職員 奈　良　則　和（角館南高）

鈴 木 　 嘉
三 浦 吉 郎
渡 部 章 子
工 藤 光 信
伊 藤 美恵子
松 岡 　 明
森 田 陽 子
伊 藤 　 譲
遠 藤 　 環
伊 藤 佳 子
鈴 木 　 忍
高 橋 幸 司
鷲 谷 仁 美
伊 藤 健 一
鷲 谷 雪 雄
松 田 淳 子
畠 山 紀 子
戸 澤 玲 子
小 野 百合子
藤 田 イ 子
佐 藤 美智子
嵯 峨 国 男
遠 藤 清太郎

（平成15年４月１日付）�

■スポーツ賞

■学芸文化賞

平成14年度�

日本国花苑に設置されている、第１～３回彫
刻コンクールの入賞作品の鑑賞会を行います。
桜の季節、日本国花苑に新たな風を吹きこんで
いる彫刻の数々をじっくり鑑賞してみません
か。

★日時 ４月26日、午前10時
★場所 日本国花苑　テニスコート前に集合
★講師 秋田大学　笠原幸生教授
★参加申込みは必要ありません。当日現地に集
合してください。

４月27日（日）
公開生放送
11：20～11：50

司　会

あ べ 十 全

小野花子

★三味線
梅若梅峯

★尺　八
菅原五郎

彫刻鑑賞会

★日時 ４月26日（土）、午後１時30分
★場所 日本国花苑チビッコ広場
★講師 秋田大学　笠原幸生教授
★対象 子どもからお年寄りまでどなたでも
★参加費　無料

ワークショップ

「石ころたちの動物園」（予定）

４月26日（土）
★彫刻鑑賞会（10時～　国花苑内）
★ワークショップ（13時30分～　国花苑チビッコ広場）
４月27日（日）
★歌と踊りの集い（10時～　屋外ステージ前）
★ヤートセ秋田　　　　
★出前民謡「花ちゃんは日本一」
★フリーマーケット（芝生広場）
★お茶会（10時～　定住センター後ろ）
４月29日（火）
★短歌大会（10時30分～　定住センター）
★全県選抜少年野球大会（９時～　町民球場）

彫刻と遊ぶチビッコ
（第２回入賞作品「窓辺の詩」）

花ちゃんの民謡は日本一

県
議
会
議
員
選
挙

県
議
会
議
員
選
挙�

県
議
会
議
員
選
挙

県
議
会
議
員
選
挙�

県
議
会
議
員
選
挙�

４月13日（日）
午前７時～午後８時

（大台は午後６時）

投票
時間
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15
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度
一
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道路側溝等の清掃による泥等は、大野地町内の
旧ごみ処理場で処理いたします。
受付時間：４月６日　午前5時30分～午前7時
一斉清掃以外の個人のごみと思われるものは、
引き受けませんのでご注意ください。

●町内の側溝、カーブミラー、ガードレール、
不法投棄箇所などの共同清掃。地区集会所な
ど共同利用施設の清掃

●地域河川のクリーンアップ
●ねずみや衛生害虫の発生源の除去
●その他、地域の状況に応じて

きれいで　快適な
生活環境をつくろう

４月�

総　　　務　　　課�

出　　　納　　　室�

情　　　報　　　課�

税　　　務　　　課�

町　民　課（戸籍）�

町　　　民　　　課�

健　　　康　　　課�

産　　　業　　　課�

農　業　委　員　会�

建　　　設　　　課�

水　　　道　　　課�

�

歴　史　民　俗　資　料　館�

教　育　委　員　会�

議　会　事　務　局�

17 16
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子
宮
・
乳
が
ん
検
診
実
施

平成15年度　子宮がん・乳がん検診日程�

受付時間：午後１時30分～２時30分�

4月16日（水）�

17日（木）�

18日（金）�

22日（火）�

23日（水）�

24日（木）�

井　内　児　童　館�

コミュニティセンター�

町　民　体　育　館�

小　今　戸　公　民　館�

健　康　セ　ン　タ　ー�

健　康　セ　ン　タ　ー�

大台・井内・仲台�

大麦・寺沢・綱木沢・葹田・館岡・赤沢�

八幡・大倉・保野子・横岡・坂本・大野地・宇治木・小泉・新間�

今戸・小今戸・新屋敷�

海老沢・上村・中下村・小竹花・田中・さくら�

街道・羽立�

期　　日� 会　　　場� 対　象　町　内�

■■脳ドック■■

◇対象者 40歳から69歳までの方
（平成15年４月２日現在）

◇受診できない方
①平成12～14年度に町の助成を受けて受診したこと
のある方

②ペースメーカーを装着している方
③人工関節･人工骨頭･義手･針治療の置き針などをし
ている方

④手術などにより、金属類で縫合している方
◇医療機関 秋田県立脳血管研究センター
◇自己負担額 ①国保加入者　　１０，０００円

②国保以外の方　１５，０００円
◇募集人員 ①国保加入者　　２０人

②国保以外の方　２５人
◇募集期間 4月8日(火)から4月25日(金)まで
◇受 診 日 受診日は脳研センターより指定されますの

で、後日脳研より通知します。
◇検査内容 尿、血液(貧血･血清蛋白･脂質･糖尿病･肝機

能･腎機能)、ＭＲＩ検査、ＭＲＡ検査、頸
動脈超音波検査、心電図、眼底、胸部Ｘ線
検査

井川町の保健事業の一環として、「脳ドック」「人間ドック」の受診希望
者を募集します。対象者は、検査結果を町に提供できる方です。提供いた
だいた検査結果は、保健師が行う健康相談や診療所での治療、疾病予防な
どの健康管理に役立てます。

■■人間ドック （国保加入者の方のみ対象）■■

◇対 象 者 30歳から69歳までの方
（平成15年４月２日現在）

◇受診できない方
平成13年度から平成14年度までに町の助成を受け

て受診したことのある方
◇医療機関 ＪＡ秋田厚生連湖東総合病院
◇自己負担額 １０，０００円
◇募集人員 国保加入の方のみ　男性５人

女性５人
◇募集期間 4月8日(火)から4月25日(金)まで
◇受 診 日 平成15年6月～平成16年2月まで

（受診月だけ希望できます）
◇検査内容 尿、身体測定、血圧、血液(貧血･脂質･血

糖･肝機能･腎機能)、心電図、眼底、胸部
Ｘ線検査、腹部超音波、各種癌検査(胃部･
婦人科)

「脳ドック」「人間ドック」のお申し込みは
役場健康課へ(有線４４３２℡８７４－４４１７)
受付時間は、月曜日から金曜日までの午前8時30分から
午後5時15分まで(休祭日を除く)

脳ドック､人間ドックを
受けてみませんか

全町一斉清掃･河川クリーンアップ
4月6日（日）午前5時30分～

●問い合わせ先●
秋田県生活環境文化部
環境政策課環境企画班
電話　018-860-1602

春の街をさわやかにさわやかに�春の街をさわやかにさわやかに�

春
季

環
境 衛 生

週
間

4
月

1日～7日【みんなでつくろう！きれいな秋田】
秋田県では、4月を「あきた・クリ
ーン強調月間」とし、今年は、4月
20日（日）を「あきた・ビューテ
ィフル・サンデー」としました。
みんなで自宅のまわりなど、身近な
環境をきれいにしましょう！

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇



今月のお知らせ�

19 18

４日(金)

６日(日)

７日(月)

８日(火)

13日(日)

15日(火)

16日(水)

24日(木)

26日(土)

27日(日)

29日(火)

4月の�
小・中学校始業式

全町一斉清掃日

小学校入学式（10:00）

中学校入学式（13:30）

こどもセンター入園式（10:00）

県議会議員一般選挙

町内会長会議（15:00～、役場）

中学校授業参観・PTA総会

子宮がん、乳がん検診（～24日）

日本国花苑桜まつり（～5／5）

中学校郡春季体育大会（～27日）

彫刻鑑賞会（10:00～、国花苑）

ワークショップ（13:30～、国花苑）

歌と踊りの集い＆ヤートセ秋田

（10:00～、国花苑）

短歌大会（10:30～、定住センター）

全県選抜少年野球大会

（9:00～、町民球場）

図書券が当たる

広報クイズ №142

◆今月の問題
(1)平成15年度井川町一般会計の予算額は
いくらですか。

(2)市町村合併に関する町民アンケートで
回答した方は何人で、その割合はどれく
らいでしたか。

(3)今年の国花苑桜まつりの期間はいつか
らいつまでですか。

◆応募の方法
ハガキに答､住所､氏名､年齢､世帯主名を記
入してください。
◆あて先
〒018-1596 井川町北川尻字海老沢樋ノ口78-1
井川町役場　情報課　広報係
◆しめきり
４月18日（当日消印有効）
正解者の中から抽選で５人の方に図書券

をプレゼントします。
前回の答えは、�367㌶　�７回目、32

年　�４月
当選者は次の通りです。
金子明子（さくら）、伊藤隆貴（今戸）、

佐藤順子（さくら）外木宏明（神奈川県）
松田京子（千葉県）さんに図書券をお送り
します。
たくさんの応募をお待ちしています。

　食生活改善学級では、平成15年度学級生を募集しています。健康な生活を
おくるためには毎日の食事が大切です。食材の持つ栄養や、年齢や体調に合
わせた必要量などを学び、家族の食事作りに役立てましょう。また、食事作
りに携わる私たちの健康も維持できます。40時間の講習を受けるとヘルスメ
イトとして地域で活動もできます。地域のみんなを誘って、食生活改善学級
に参加しましょう。受講を希望される方は4月10日までお知らせ下さい。�
受講申込・お問い合わせ　健康センターへ�

（有）４４５５　TEL８７４－３３００�

すくすく学　級・乳児健診�

・健診の時は問診票、母子健康手帳、バスタオルをお忘れなく。�
・７カ月児は､離乳食指導がありますので､１時までに受付を済ませて下さい｡�

健　診　名�月　　日�

健　康　相　談�

母　子　健　康�
手　帳　交　付�

事　業　名�

９：00～�
　17：00�
�
健康センター�
�
�
９：30～�
　17：00

対　　　象　　　者� 内　　　　　　容� 受付・会場�

す　く　す　く�
学　　　級�

平成15年１月生まれ�
離乳について（試食）�
神経芽細胞腫の説明�

９：30～９：45�
健康センター�

乳　児　健　診�
平成14年12月・９月�
６月・４月生まれ�

身体計測、保健指導�
内科診察、栄養指導�

13：00～13：30�
健康センター�

13：30～�
　14：00

受付時間�

健康相談・母子健康手帳交付・わいわい広場�
会　　場�内　　　　　　　　容�

骨密度測定�
健康、栄養に関する相談など�

母子健康手帳・妊婦健康診査受診票交付�
保健指導、栄養指導�

わ　い　わ　い�
広　　　場�

乳幼児・親等が対象。みんなで遊び、�
情報交換、相談（栄養、歯他）もできます�

月　　日�

４月　７　日�
21日�
(月)

食　生　活　改　善　学　級�

診　療　所�

三　種　混　合　予　防　接　種�
会　　場�対　　象　　者�

１期初回・14年4月1日～14年12月31日生�
　　　　・７歳６カ月未満で未実施の子�
�
１期追加・１期初回（3回）終了後から�
　　　　　1年経た子�
　　　　・７歳６カ月で未実施の子�

月　　日�

４月　７　日�
(月)�

４月28日�
(月)�

５月26日�
(月)

４月15日(火)

保健だより●４月分

――――――――――――――――――――
井川町役場　�018-874-4411
――――――――――――――――――――
ＵＲＬ　http://www.ikawa-town.com/
――――――――――――――――――――
E-mail ikawa＠seagreen. ocn. ne. jp
――――――――――――――――――――

ぼくたちむしばなかったよ
1歳6ヶ月児健診
でむし歯のなかっ
た子どもたちで
す。

◇受験資格
・昭和49年４月２日～57年４月１日
生の者

・昭和57年４月２日以降生まれで平
成１６年３月までに大学を卒業する
見込みのある者

◇１次試験
日程　６月15日（日）

8時45分～18時
場所　秋田経済法科大学

40周年記念館
◇申込用紙請求先
全国の労働局、労働基準監督署、人
事院地方事務局（県内の公共職業安
定所にもあります。）

◇試験申込受付
４月１日（火）～17日（木）

◇申込先
〒010-0951
秋田市山王７丁目１－３ 秋田合同庁舎
秋田労働局総務課
TEL862-6681  内線424

◆労働基準監督官

県では、ボランティア・市民活動支
援助成金の交付決定にあたり、県民の
方々のご意見を伺っています。あなた
も委員になって県政に参加してみませ
んか。
◇公募期間　４月１日～18日
◇旅費等 委員会開催の都度、所定の
額を支払う

◇応募方法　申込書を提出
◇申込書請求先・お問い合わせ
秋田地域振興局地域企画課
TEL860－3312 Fax860－3850

◇受験資格 22歳以上26歳未満の男
女

◇採用数 陸海空自衛官
男女約190名(全国)

◇受　付 ４月７日～５月９日
◇試験日 ５月24日(土)
◇試験会場 秋田市
◇申込先・お問い合わせ
秋田地方連絡部募集案内所
TEL864－4929

◇受験資格 18歳以上34歳未満の男
女

◇採用数 男女約200名（全国）
◇受付締切 ４月11日(金)
◇試験日 ４月19日(土)
◇試験会場 秋田駐屯地（秋田市）
◇申込先・お問い合わせ
秋田地方連絡部募集案内所
TEL864－4929

医療法人「正和会」では、標記講座
を開催し、受講生を募集します。
◇対象 全課程の受講が可能な50歳

までの方　
◇人員 60名
◇日程 ４月２１日～９月６日
◇会場 正和会「会議室」
◇資格 全研修を修了した方には、修
了証書・修了証明書を授与、ホーム
ヘルパーとしての活動ができます。
（当会の新規事業において、職員を
採用する場合は、応募の機会を提供
します）

◇受講料 35,000円（教材費は自己
負担です）

◇申込期間 4月1日～10日
◇申込書の請求・問い合わせ
医療法人正和会　TEL877－7110

◇受験資格 昭和51年４月２日～57
年４月１日生の者

◇申込用紙請求先
各税務署総務課

◇１次試験
日程　６月15日（日）
内容　教養・専門

◇試験申込受付
４月１日～１７日（木）

◇申込先・お問い合わせ
仙台国税局人事第２課
TEL 022－263－1111
内線　3236

◆委員募集
～ボランティア・市民活動支援助成金交付選定委員～

◆ホームヘルパー２級養成講座
受講者募集

◆国税専門官

藤田　陽ちゃん

（新屋敷）

伊藤灯彩ちゃん

（横　岡）

若狭　杏ちゃん

（羽　立）

尾留川優ちゃん

（羽　立）

小玉響介ちゃん

（街　道）

遠間　涼ちゃん

（田　中）

高橋澪音ちゃん

（新　間）

高橋鉄真ちゃん

（寺　沢）

武藤詩乃ちゃん

（仲　台）

小林美洋ちゃん

（葹　田）

鎌田康十ちゃん

（今　戸）

鈴木綺乃ちゃん

（小　泉）

◆自衛隊幹部候補生

◆予備自衛官補（一般）

採 用 試 験

春の火災予防運動
4月6日～4月12日

消す心　置いてください　火のそばに

新入学（園）期の
交通安全運動

4月7日～4月11日

急がずに　マナーとゆとりで
交通安全



草階菜穂子さん（館岡）

菅生　翔子さん（井内）

和洋女子高等学校（２年）

弓道部
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最近思うこと

小　玉　　　勢（寺　沢）

みんなのひろば

マ
イ
ナ
ス
に
な
っ
た
か
は
別
と
し
て
）

変
え
ら
れ
た
の
だ
と
思
う
。

自
分
に
と
っ
て
、
自
分
か
ら
何
か
を

変
え
る
と
い
う
事
は
非
常
に
難
し
い
事

で
あ
る
。
面
倒
く
さ
く
も
あ
る
し
、
正

直
な
と
こ
ろ
怖
く
も
あ
る
。
し
か
し
改

め
て
、
こ
の
ま
ま
で
い
い
の
だ
ろ
う
か

と
考
え
た
時
、
や
は
り
何
か
を
変
え
な

く
て
は
な
ら
な
い
と
思
う
。
今
が
ベ
ス

ト
だ
と
は
到
底
思
え
な
い
し
、
そ
れ
ど

こ
ろ
か
ベ
タ
ー
か
ど
う
か
さ
え
も
か
な

り
怪
し
い
も
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
こ
の
文
章
を
書
い
た
事
を

き
っ
か
け
に
、
プ
ラ
ス
に
な
る
か
、
マ

イ
ナ
ス
に
な
る
か
わ
か
ら
な
い
が
何
か

１
つ
だ
け
で
も
自
分
か
ら
変
え
て
み
よ

う
と
思
う
。

て
い
な
い
。
た
だ
漠
然
と
こ
う
思
う
。

夜
、
寝
な
が
ら
こ
の
事
に
つ
い
て
考
え

た
り
す
る
事
も
あ
る
の
だ
が
、
結
局
面

倒
く
さ
く
な
っ
て
考
え
る
の
を
や
め
て

寝
て
し
ま
う
。

今
ま
で
も
こ
う
思
う
こ
と
は
何
度
も

あ
っ
た
し
、
ま
た
同
じ
よ
う
に
何
か
を

変
え
る
機
会
も
何
度
も
あ
っ
た
と
思
う
。

し
か
し
、
こ
の
こ
と
ご
と
く
を
無
駄
に

し
た
の
か
、
そ
れ
と
も
変
わ
っ
た
事
に

気
が
付
い
て
い
な
い
の
か
、
自
分
で
は

昔
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
っ
て
い
な
い
よ
う

な
気
が
す
る
。
さ
す
が
に
全
く
変
わ
っ

て
い
な
い
と
は
思
わ
な
い
が
、
そ
れ
は

自
分
か
ら
変
え
よ
う
と
し
て
変
わ
っ
た

の
で
は
な
く
、
周
囲
に
よ
っ
て
（
そ
れ

が
結
果
と
し
て
プ
ラ
ス
に
な
っ
た
か
、

最
近
、
こ
の
ま
ま
で
い
い
の
だ
ろ
う

か
、
何
か
を
変
え
な
く
て
は
な
ら
な
い

の
で
は
な
い
か
と
思
う
事
が
多
く
な
っ

た
。
具
体
的
に
何
に
つ
い
て
と
い
う
わ

け
で
は
な
く
、
全
て
に
つ
い
て
こ
う
思

う
。
そ
も
そ
も
今
の
自
分
や
生
活
、
仕

事
な
ど
の
ど
の
部
分
が
こ
の
ま
ま
で
よ

く
、
ど
の
部
分
が
ど
の
よ
う
に
変
え
な

く
て
は
な
ら
な
い
の
か
を
よ
く
わ
か
っ

いか
わっこ

の

このコーナーは、毎週水
曜日、有線放送の夜の定時
放送で放送されます。ひと
くち英会話のテキストとし
てご利用ください。

リチャードの
�

楽しい英語の�

時間です�
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　今月はかんたんな英語の質問と答えを勉強しま
しょう。�
�
Self Introductions（自己紹介）�
�
Hellow, my name is ××××.�
こんにちは　私の名前は××××です。�
�
My hobby is ××××.�
私の趣味は××××です。�
�
Nice to meet you.�
はじめまして　よろしくお願いします。�
�
Questions（質問）�
�
What,s your name?�
あなたの名前はなんですか。�
�
How old are you?�
何歳ですか。�
�
Do you like ××××?�
××××が好きですか。�
�
Can you eat ××××?�
××××を食べれますか。�
�
Are you okay?�
大丈夫ですか。�
�
Can you speak Japanese?�
日本語を話せますか。�

み
ん
な
み
に
向
き
た
る
な
だ
り
雪
消
え
て
水
仙
の
株
は
み
ど
り
を
伸
ば
す

携
帯
で
メ
ー
ル
送
り
つ
つ
学
生
は
笑
み
を
浮
か
べ
て
左
側
来
る

枯
草
を
分
け
て
生
え
く
る
福
寿
草
黄
の
色
た
し
か
に
存
在
感
あ
り

爼
山
の
裾
を
覆
い
て
乳
色
の
霞
立
つ
見
ゆ
春
来
る
ら
し

や
わ
ら
か
き
心
を
持
て
と
吾
に
言
い
し
母
の
言
葉
が
脳
裏
に
う
か
ぶ

一
度
着
し
加
賀
友
禅
の
留
袖
は
二
度
と
着
ぬ
ま
ま
箪
笥
の
中
に

恙
無
く
喜
寿
で
迎
え
し
ク
ラ
ス
会
積
も
る
話
に
花
を
咲
か
せ
ん

残
業
を
終
き
た
る
ら
し
ス
ー
パ
ー
に
閉
店
ま
近
若
き
等
か
け
こ
む

喜
寿
な
れ
ば
集
う
姿
も
そ
れ
ぞ
れ
の
老
い
は
老
い
な
り
に
言
葉
か
け
あ
う

ゴ
ン
ド
ラ
で
蔵
王
山
頂
に
登
り
来
て
樹
氷
の
す
ば
ら
し
き
造
形
を
見
る

近
寄
れ
ば
飛
ぶ
態
勢
に
雁
の
群
同
じ
方
向
に
動
き
を
変
え
ぬ

雲
低
く
垂
れ
込
め
て
い
る
冬
空
を
塒
へ
帰
る
鴉
ら
の
見
ゆ

「
テ
ポ
ド
ン
」
の
挑
発
発
射
に
小
泉
首
相
慌
て
ふ
た
め
き
「
イ
ー
デ
ス
鑑
」
呼
び
寄
せ
る
と

斎
藤
　
眞
人

伊
藤
　
陽
子

児
玉
千
代
子

小
林
　
喜
作

遠
藤
恵
美
子

小
林
　
タ
ミ

鈴
木
　
鉱
造

伊
藤
千
代
美

工
藤
　
美
穂

渡
部
　
光
造

伊
藤
ミ
ヤ
子

す
ず
き
い
さ
む

渡
部
　
廣
治

井川短歌会詠草

線
の
ス
タ
ー
ト
だ
そ
う
で
す
。

草
階
さ
ん
は
幼
い
頃
か
ら
弓
道
に
憧

れ
て
い
て
、
高
校
生
に
な
っ
て
す
ぐ
入

部
。
菅
生
さ
ん
も
高
校
生
に
な
っ
て
も

部
活
動
は
や
り
た
い
と
思
っ
て
い
た
の

で
、
草
階
さ
ん
に
誘
わ
れ
て
一
緒
に
始

め
ま
し
た
。
16
人
の
部
員
と
共
に
楽
し

い
と
い
い
ま
す
。

弓
道
の
試
合
は
５
人
に
よ
る
団
体
戦

と
個
人
戦
と
が
あ
り
、
一
人
４
本
を
打

っ
て
勝
敗
を
決
め
ま
す
。
派
手
な
応
援

は
制
限
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
全
部
の
矢

が
的
を
射
た
時
（
皆
中
）
会
場
中
全
員

が
拍
手
を
し
て
く
れ
る
の
だ
そ
う
で
す
。

そ
の
時
の
感
激
は
忘
れ
ら
れ
な
い
と
い

い
ま
す
。

和
洋
高
校
に
は
道
場
が
な
く
、
普
段

は
腕
の
力
や
集
中
力
を
高
め
る
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
し
て
、
週
一
〜
二
回
県
立
ス

ポ
ー
ツ
会
館
の
道
場
で
練
習
し
ま
す
。

目
標
は
？
「
や
っ
ぱ
り
、
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
目
指
し
ま
す
」
ガ
ン
バ
レ
！

二
人
が
弓
を
引
く
姿
を
見
て
す
ぐ
感

じ
た
の
は
「
か
っ
こ
い
い
。
ス
テ
キ
ッ
。」

で
し
た
。
お
話
を
し
て
い
た
時
の
に
こ

や
か
さ
は
消
え
、
的
に
向
か
っ
た
時
の

厳
し
い
表
情
に
は
凛
と
し
た
も
の
が
あ

り
「
大
和
魂
」
と
い
う
言
葉
が
頭
に
浮

か
び
ま
し
た
。

弓
道
を
中
学
校
以
前
か
ら
始
め
る
人

は
少
な
く
、
ほ
と
ん
ど
は
高
校
に
入
学

し
て
か
ら
始
め
る
の
で
、
実
力
は
横
一

三戸麻以さん（今戸）
いろいろな国のおい
しい食べ物を食べた
い。

浅野加奈子さん（羽立）
ファッションデザイ
ナーになって服を作
りたい。

伊藤　群さん（坂本）
ゲームが好きなので
ゲームデザイナーに
なりたい。

石山皓也さん（街道）
柔道の選手になって
日本中に行ってみた
い。

浅野金浩さん（今戸）
プロ野球選手になっ
て、一軍でプレイし
たい。

牧
野
　
優
香
ち
ゃ
ん
（
四
歳
）

優
斗
ち
ゃ
ん
（
一
歳
）

父
・
英

樹
さ
ん

さ
く
ら（
母
・
美
恵
子
さ
ん
）

いつもお姉ちゃんの後追いをする
優斗。近頃は歩くのもとても上手
になりました。
時々ケンカもしますが、どこへ行
くにも何をするにも一緒の二人。
お互いになくてはならない存在の
ようです。いつまでも仲良くネ！


